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十勝ワイズメンズクラブ 
ワイズメンズクラブ国際協会東日本区 

THE SERVICE CLUB 

TO THE YMCA 

2025-2026   2 月号

CHARTERED 1977 

十勝クラブ会長  矢 竹 克 年   主 題 『 一致団結でステップアップ  』 

国  際 会 長   ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｵﾝ  【シンガポール】 『信念、愛、行動』 

アジア太平洋地域会長  田上  正  【熊本むさし】   『信念と愛をもって行動しよう』 

東日本区理事  山下  真  【十勝】     『ワイズのらしさ再発見』 

北海道部部長  柴 田 伸 俊 【札幌】       『Weil-Being なワイズライフを』 

事務局 〒080-0312 北海道河東郡音更町南鈴蘭南 4丁目 5－5 とかち帯広 YMCA内  T 0155-32-5561 

 

 

 

 

会員 月出席者 ニコニコボックス  ク ラ ブ 役 員 
在 籍   15 名 
(内広義)  (3 名) 
 
出席率   86% 

ﾒﾝﾊﾞｰ          12 名 
ﾒﾈｯﾄ･ｺﾒｯﾄ   11 名 
ｹﾞｽﾄ         0 名 
ﾋﾞｼﾞﾀｰ      ０名 
ﾒｲｷｬｯﾌﾟ       0 名 
計        23 名 

前月残高 498,296 円 

今月入金               0 円 

今月支出 100,000 円 

今月残高   398,296 円   

会  長 矢竹 克年 

次期会長 山田 敏明 

副 会 長  山田 敏明 

〃    大竹 由子    

書  記 久保田和寿 

会  計 赤松 明彦 

直前会長 池田 正勝 

担当主事 川口  豊 

2 月例会 (TOF)   

月当番 山下 真 

2 月 15 日(日)午後 2 時、帯広市民文化ホールにて

第 2 回安田文子チャリティーコンサートを開催しまし

た。おおよそ 200 名の聴衆が札幌クラブメンバー 

安田文子さんが奏でるショパンの音色に聴き寄せられ

ました。 

今回のチャリティーは昨年同様、ウクライナと能登

半島被災地支援の資金づくりを目的として開催され川

口豊所長兼担当主事が極めて分かりやすく YMCA と

ワイズメンズクラブの歴史と活動を堂々と説明し立派

だったと思います。 

今回のチャリティーコンサートではクラブメンバー

一人ひとりの積極姿勢が目立ちひとつの事業に全員が

取り組むことで発揮される結びつきを感じました。特

に YMCA スタッフのスキルがなければこの事業は成

り立たなかったと思います。中心的に企画から準備、

各団体への調整などに汗を流し、この機会を作った中

村義春ワイズには感謝しかありません。 

2 月の YMCA ポジティブネット通信では田附和久

日本 YMCA 同盟担当主事から感動的なメッセージが

ワイズドットコムを通じて寄せられておりました。い

じめと戦争は同じところに根っこがあるという趣旨で

した。 

テーブルにはじゃがいもファンドの資金で制作され

たピンシャツデーの啓発のための絵本「べりべのもり  

『レプトン銅貨二枚』 主イエスは、神殿で一人の貧しいやもめの捧げものに 

目を留められた。          マルコによる福音書 14 章３～９節 
 

1 月役員会報告  ＜書記報告参照＞ 

 

日 時 2026 年 2 月 2 日(月) 19 時～21 時  

出席者   赤松/池田/大竹/川口/白木(佳)/杉崎/中村/矢竹  

                 山下/山田/渡辺 

１．2 月例会 2 月 15 日(日）12 時 

場所：帯広市民文化小ホール 

  当番：山下・大竹ワイズ  

  ゲスト：安田文子ワイズ(札幌ワイズ会員) 

      ＊コンサート終了後、懇親会を行う 

２．諸報告  

・次期クラブ役員案の提案があった。 

 ・プロジェクト TOKACHI の助成団体へ、申請書

を郵送する。 

 ・クラブ 50 周年記念例会、北海道部会の状況につ

いて、ﾌｪｭｰﾘｴﾝﾄﾞﾄﾞﾙﾌと然別の会場を予約した。 

３．YMCA 報告  

・2/7(土)国際フェスタ In とかち出店 

  ・2/14(土)ピンクシャツデー特別プログラム 

・2/17(火) ～19(木)CAP 就学前ワークショップ 

・2/25(水)幼保園・保育園コンサート・読み聞かせ 

・2/26(木)幼保園年長のお茶会 

3 月役員会 3 月 2 日(月)19 時 寿し政 

3 月例会(BF・メネット会) 3 月 16 日(月) 

              当番：赤松ワイズ 

 

       



2 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

ぼくのいろ」と YMCA の子供たちが心を込めて作っ 

たチャームも希望者に配布され、その背景にはパネル

展示でピンクシャツデーのアピールが目立つ形で行わ

れていました。その様子を見ながらウクライナ難民の

ためのチャリティーコンサートが YMCA ピンクシャ

ツデー強調月間である 2 月に開催された導きを田附さ

んの一文を思い浮かべながらすべての子供たちに平安

と平和をという願いと共に意義深いものとして感じま

した。 

アフタースクールの若狭光咲ちゃん。幼保園の山内

風翔ちゃんから会場を代表して花束が贈呈され、家族

的でカジュアルなコンサートの温かさを印象づけてい

ました。 

「SNS を見てきたんです」と国際協力募金にお金を

投じてくれた高校生や今年もお手伝いに駆けつけてく

れたユースリーダー、気軽に私たちに声を掛けてくれ

る聴衆にこちらも力を与えられた素敵な一日でした。 

 

2 月  特 別 例 会  

安田文子チャリティーピアノコンサート 

 

 

いのちの教室で 2600ｇ 

の人形を抱っこしたよ。 ピンクシャツデーワークショップ 

JICA 国際フェスタ 

ベリべのいろ ぼくのいろ 

作者おがわひろきさん読み聞かせ 

ピンクシャツデー 
きらきらコンサート 

年長組お茶会 

ピアノ・チェロ・クラリネット奏者
の方と一緒に「ピンクのシャツであ
ふれたら」を歌いました。 

池田ワイズと
一緒にお茶会
をしました。 

CAP ワークショップ 
赤松ワイズ・大竹ワイズ参加 

 

YMCA２月の活動報告 


